
八
三

は
じ
め
に

　

唐
・
瞿
曇
悉
逹
等
奉
敕
撰
『
開
元
占
經
』
は
、
開
元
年
閒
に
お
け
る（

（
（

天
文
曆
學

及
び
占
術
の
集
大
成
と
し
て
、
從
來
、
天
文
史
や
術
數
學
の
硏
究
者
に
よ
り
重
要

視
さ
れ
て
き
た
。
特
に
近
年
で
は
、
出
土
文
獻
中
に
見
え
る
日
書
、
或
い
は
敦
煌

文
獻
中
の
占
書
な
ど
と
の
比
較
㊮
料
と
し
て
も
關
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
筆
者
も

唐
以
歬
の
鬼
神

と
怪

五
行
占
の
關
係
を
硏
究
す
る
上
で
、
本
書
に
㊟
目
し
て

い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
本
書
は
問
題
の
多
い
㊮
料
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
近
世
以
降
の

傳
や
現
在
本
の
素
性
に
不
朙
な
點
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
後
述
す
る
よ
う
に
一

の
內
容
が
大
き
く

な
る
抄
本
も
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
に
も

關
わ
ら
ず
、
日
本
・
中
國
・
臺
灣
に
散
在
す
る
20
種
以
上
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
網
羅
的
な
調
査
が
行
わ
れ
ず
、
そ
の
た
め
、
本
書
の
位
置
づ
け
や
扱
い
に
は

確
か
な
指
針
が
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
は
各
國
の
機
關
を
巡
り
、
實
地
調
査
を
行
い
、
各
抄
本
の
系

や
特
徵
の
整
理
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、從
來
不
朙
で
あ
っ
た
『
開
元
占
經
』

の
抄
本
系

を
朙
ら
か
に
し
た
こ
と
に
加
え
、
抄
本
の
素
性
を
裏
付
け
る
新
知
見

も

得
で
き
た
。
小
稿
で
は
、
こ
う
し
た
實
地
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、『
開
元

占
經
』
の

傳
狀
況
に
一
つ
の
指
針
を
提
示
し
て
み
た
い
。

第
一
　
『
開
元
占
經
』
の

傳
に
關
す
る
問
題
點
と

　
　
　
　

先
行
硏
究
の
整
理

　

既
に
先
行
硏
究
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
先
ず
は
歷
代
の
目
錄
類
の
記
錄
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
主
な
書
目
に
見
え
る
記
述
を
擧
げ
れ
ば
、
先
ず
唐
代
で

は
『
新
唐
書
』
卷
五
九
・
藝
文
志
三
・
㆛

子
錄
・
天
文
類
に
「
大
唐
開
元
占
經

一
百
一
十
卷
［
瞿
曇
悉
逹
集
］」（［　
］
は
原
註
）
と
あ
っ
た
も
の
が
、
續
く
宋
代
で

は『
宋
史
』卷
二
〇
六
藝
文
志
五
・
子
類
・
天
文
類
に「
瞿
曇
悉
逹
開
元
占
經
四
卷
」、

『
崇
文
總
目
』卷
四
・
天
文
占
書
類
に「
開
元
占
經
三0

卷
、釋
悉
逹
撰
」、鄭
樵『
通
志
』

藝
文
略
・
天
文
總
占
に
「
大
唐
開
元
占
經
一
百
一
十
卷
［
今
存
三
卷
］」、王
應
麟
『
玉

海
』
卷
三
・
天
文
・
天
文
書
下
に
「
藝
文
志
大
唐
開
元
占
經
一
百
一
十
卷
［
國
史

志
四0

卷
、
崇
文
目
三
卷
］」
な
ど
と
あ
り
、
唐
代
に
百
十
卷
あ
っ
た
と
い
う
『
開
元

占
經
』
は
、
宋
代
以
降
の
書
目
で
は
三
、四
卷
を
殘
す
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
本
書
は
宋
代
ま
で
に
大

分
が
散
佚
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
朙

『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て

�

佐
々
木
　

聰

『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

八
四

末
の
萬
曆
四
十
四
年
（
一
六
一
六
）
に
、
程
朙
善
と
い
う
人
物
が
古
い
佛
像
の
中

か
ら
發
見
し
、
再
び

布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
よ
く
知
ら
れ
た

通
行
本
（
程
朙
善
本
系

）の
出
自
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
對
し
、
一
九
六
〇
年
代
、
安
居
香
山
氏
は
東
洋
文
庫
と
靜
嘉
堂
文
庫
に

通
行
本
と
は
內
容
の

な
る
抄
本
が
あ
る
こ
と
を
發
見
し
た（

2
（

。
す
な
わ
ち
卷
九
一

が
大
幅
に
增
補
さ
れ
た
東
洋
文
庫
本
、
そ
し
て
卷
九
一
か
ら
九
七
の
み
の
殘
卷
本

な
が
ら
通
行
本
と
は
內
容
が
大
き
く

な
る
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
で
あ
る（

（
（

。し
か
し
、

安
居
氏
の
硏
究
で
も
、
兩
抄
本
の
素
性
は
不
朙
で
あ
っ
た
。

　

安
居
氏
の
硏
究
を
踏
ま
え
れ
ば
、
二
抄
本
を
め
ぐ
り

々
な
問
題
が
想
起
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
同

の
抄
本
が
他
に
も
傳
存
す
る
か
否
か
、
或
い
は
他
の

分

が

な
る
抄
本
の
㊒
無
な
ど
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
系

不
朙
抄
本
の
出
自
や
素
性

に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
檢
討
を
要
す
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
そ
の

後
の
硏
究
で
も
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
在
、
27
種
類
の
抄
本
と
１
種

類
の
刊
本
が
確
認
で
き
る
が
、
一
九
八
九
年
に
書
か
れ
た
薄
樹
人
氏
の
硏
究（

（
（

や
最

近
の
黃
復
山
氏（

（
（

の
硏
究
で
も
、
實
見
し
た
の
は
三
、四
種
類
程
度
で
、
全
體
的
な

把
握
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
、
從
來
の
通
行
本
も
ま
た
問
題
が
少
な
く

な
い
。
特
に
朙
末
の
程
朙
善
の
發
見
後
の

傳
狀
況
は
不
朙
で
あ
り
、
通
行
本
閒

で
も
相
當
な

同
が
あ
る
點
は
、
㊮
料
運
用
上
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
問
題
の
檢
討
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
先
ず
、
現
存
す
る
抄

本
群
の
全
體
的
な
調
査
が
不
可
缺
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
現
在
確
認
さ
れ
て

い
る
28
種
中
26
種
に
つ
い
て
調
査
を
實
施
し
た
。
百
二
十
卷
と
い
う
大

な
上
、

限
ら
れ
た
日
程
で
、
ま
た
撮
影
・
複
寫
も
出
來
な
い
場
合
が
多
か
っ
た
た
め
、
萬

全
を
朞
せ
な
か
っ
た
點
も
あ
る
が
、
書
誌
的
檢
討
を
中
心
と
し
た
調
査
に
よ
り
、

諸
本
の
系

分
類
を
試
み
た
。
そ
の
下
旉
き
と
な
っ
た
の
が
、
安
居
香
山
氏
が
發

見
し
た
二
抄
本
（
東
洋
文
庫
本
と
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
）
で
あ
っ
た
。
調
査
を
進
め
て

い
く
中
で
、
こ
れ
ら
と
類
似
の
特
徵
を
持
つ
抄
本
が
見
つ
か
り
、
諸
本
の
系

も

徐
々
に
朙
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
現
存
す
る
諸
抄
本
は
、
東
洋
文
庫

本
か
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
、
あ
る
い
は
通
行
本
、
お
お
よ
そ
こ
の
三
つ
の
系

の
い

ず
れ
か
に
屬
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
次

で
は
、
各
系

に
つ
い
て
新

知
見
を
提
示
し
、
從
來
說
の
檢
討
を
し
て
み
た
い
。

第
二
　
『
開
元
占
經
』
諸
本
の
三
系

分
類

　

筆
者
は
調
査
に
基
づ
き
、
諸
抄
本
を
三
系

に
分
類
し
た
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
を

①
程
朙
善
本
系

（
通
行
本
）、
②
東
洋
文
庫
本
系

、
③
成
化
閣
本
系

（
靜
嘉

堂
文
庫
本
ｂ
等
）
と
呼
ぶ
。
書
誌
調
査
を
踏
ま
え
、
お
お
よ
そ
の
繼
承
關
係
を
再

整
理
し
た
の
が
右
の
圖
で
あ
る
。
以
下
に
こ
の
圖
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
系

に

唐開元年閒における瞿曇悉逹等の編纂
　・『新唐書』藝文志：「大唐開元占經一百一十卷」

抄
四
庫
本

四
庫
全
書
以
前
の
抄
本

（
程
明
善
本
）

東
洋
文
庫
本

復
旦
大
學
本
b

（
成
化
閣
本
）

吉
林
省
圖
書
館
本

靜
嘉
堂
文
庫
本
b

北
京
國
家
圖
書
館
本
d

中
央
硏
究
院
本

臺
灣
國
家
圖
書
館
本
a

四
庫
全
書
本

淸
恆
德
堂
刊
本

序
文
が
改
作

さ
れ
轉
載

東
洋
文
庫
本
系

成
化
閣
本
系

程
明
善
本
系

臺
灣
國
家
圖
書
館
本
d

北
京
國
家
圖
書
館
本
b

北
京
國
家
圖
書
館
本
a

南
京
圖
書
館
本
a

復
旦
大
學
本
a

上
海
圖
書
館
本
b

上
海
圖
書
館
本
a

甘
肅
省
圖
書
館
本
b

甘
肅
省
圖
書
館
本
a

北
京
國
家
圖
書
館
本
c

臺
灣
國
家
圖
書
館
本
e

臺
灣
國
家
圖
書
館
本
c

臺
灣
國
家
圖
書
館
本
b

臺
灣
大
学
本

靜
嘉
堂
文
庫
本
c

靜
嘉
堂
文
庫
本
a

？



『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て

八
五

つ
い
て
檢
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
諸
本
の
書
誌
の
詳
細
に
つ
い
て
は
論
文
末
に

附
し
た
「『
開
元
占
經
』
調
査
所
見
表
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。

　
　
（
１
）
程
明
善
本
系

　

こ
の
系

は
、
萬
曆
四
十
四
年
閒
に
程
朙
善
な
る
人
物
が
古
佛
の
胎
中
よ
り
發

見
し
た
百
二
十
卷
本
を
祖
本
と
す
る
。
こ
の
發
見
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
從
來

『
開
元
占
經
』
と
言
え
ば
、
こ
の
偶
然
の
發
見
か
ら
世
に
再
び

布
し
た
と
考
え

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
系

の
本
は
廣
く

布
し
て
お

り
、
實
際
、
調
査
し
た
中
で
も
最
も
多
く
傳
存
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
か
え

っ
て
同
一
系

の
諸
本
閒
で
も
テ
キ
ス
ト
に
多
く
の

同
が
あ
る
こ
と
も
朙
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
後
述
す
る
別
系

本
の
よ
う
に
卷
の
內
容
が
完
全
に

な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
字
句
の

同
・
條
文
の
存
佚
が
相
當
に
あ
る
の
で
㊟
意

が
必
要
で
あ
る
。

　

本
系

の

同
を
考
え
る
際
に
、
一
つ
の
指
標
と
な
る
の
が
、
四
庫
全
書
本
で

あ
る（

6
（

。
乾
隆
年
閒
に
四
庫
全
書
が
編
纂
さ
れ
た
折
、『
開
元
占
經
』
は
浙
江
巡
撫

採
進
本
を
底
本
と
し
て
編
入
さ
れ
た
が
、そ
の
際
に
全
體
的
な
校
訂
を
經
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
四
庫
全
書
本
か
ら
の
抄
寫
本
と
そ
れ
以
歬
の
抄
本
で
は
、
テ
キ
ス
ト

の
狀
態
が
か
な
り

な
る
。
四
庫
全
書
本
が
よ
く
、
朙
抄
本
は
亂
れ
が
多
い
と
さ

れ
る（

7
（

所
以
で
あ
る
。
し
か
し
、
四
庫
全
書
本
に
は
校
勘
記
も
な
く
、
校
訂
の
過
程

も
不
朙
で
あ
る
。
批

的
に
讀
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
歬
の
抄
本
と
の
對
校
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
筆
者
は
程
朙
善
本
系

を
、①
四
庫
全
書
本
か
ら
の
抄
寫
本
（
以
下
「
抄

四
庫
本
」
と
呼
ぶ
）
と
②
四
庫
全
書
本
以
歬
の
抄
本
に
大
別
し
た
。
筆
者
の
管
見

に
據
れ
ば
、
四
庫
全
書
本
に
は
抄
寫
時
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
特
徵
が
あ
り（

8
（

、
抄
四

庫
本
は
多
く
が
こ
の
特
徵
を
引
き
繼
ぐ
た
め
、鑑
定
の
目
安
と
な
る
。
小
稿
で
は
、

そ
う
し
た
特
徵
に
加
え
提
要
や

語
の
㊒
無
な
ど
か
ら
總
合
的
に

斷
し
た
。
先

ず
、
四
庫
全
書
以
歬
の
抄
本
を
擧
げ
れ
ば
、
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｄ
、
北
京
國
家

圖
書
館
本
ａ
及
び
ｂ
が
そ
れ
に
當
た
る
。
ま
た
四
庫
全
書
編
纂
以
降
の
刊
本
で
あ

る
が
、
淸
恆
德
堂
刊
本
も
內
容
的
に
は
四
庫
全
書
以
歬
の
抄
本
の

れ
を
汲
む（

（
（

。

こ
の
內
、
淸
恆
德
堂
刊
本
と
北
京
國
家
圖
書
館
本
ｂ
は
影
印
本
が
あ
る
（
調
査
所

見
表
６
・
（6
）。

　

一
方
、
靜
嘉
堂
文
庫
本
ａ
及
び
ｃ
、
臺
灣
大
學
本
、
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｂ
及

び
ｃ
、
北
京
國
家
圖
書
館
ｃ
、
上
海
圖
書
館
本
ａ
及
び
ｂ
、
復
旦
大
學
本
ｂ
、
南

京
圖
書
館
本
ａ
は
、
抄
四
庫
本
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
四
庫
全
書
本
か
ら
の

抄
寫
本
と
い
う
點
で
は
對
校
の
必
要
性
は
低
い
も
の
の
、
中
に
は
南
京
圖
書
館
本

ａ
の
よ
う
に
淸
朝
學
者
の
詳
細
な
校
㊟
が
付
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　

以
上
が
程
朙
善
本
系

の
槪
況
で
あ
る
が
、
㊟
意
が
必
要
な
の
が
、
諸
本
に
見

え
る
序
跋
や

語
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
安
居
香
山
氏
の
硏
究
が
あ
る
が（
（（
（

、

今
回
の
調
査
で
は
從
來
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
程
朙
善
の
跋
文
な
ど
も
見
つ

か
っ
て
い
る
。
實
は
こ
の
程
朙
善
跋
は
程
朙
善
本
系

の
み
な
ら
ず
、
次
の
東
洋

文
庫
本
系

の
素
性
を
檢
討
す
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
そ
こ
で
次
節
の

東
洋
文
庫
本
系

の
槪
略
を
踏
ま
え
た
上
で
、改
め
て
檢
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
（
２
）
東
洋
文
庫
本
系

　

先
ず
は
東
洋
文
庫
本
系

の
特
徵
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
東
洋
文
庫
本
に
つ

い
て
は
、
夙
に
安
居
香
山
氏
が
卷
九
一
が
大
幅
に
增
補
さ
れ
た
舊
抄
本
と
し
て
紹

介
し
て
い
る（
（（
（

。
そ
の
後
、
筆
者
は
吉
林
省
圖
書
館
に
て
、
類
似
の
抄
本
を
見
出
し

た
た
め
、
ひ
と
つ
の
系

と
見
な
す
こ
と
と
し
た
。
今
、
東
洋
文
庫
本
に
據
り
增

補
箇
所
を
見
出
し
で
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
風
角　

候
風
法
／
風
名
狀
／
占
風
訣
法
／
諸
例
／
五
♫
六
屬
法
／
五
♫
占
風



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

八
六

法
／
納
♫
／
地
支
十
二
辰
五
♫
法
／
五
♫
相
動
風
占
／
十
干
風
幷
十
二
辰
風

占
／
八
方
暴
風
／�　
風
角　

歲
首
正
旦
占
／
八
節
風
占
／
乙
上
巳
略
例
八
節
風

占
／
三
辰
八
角
風
占
／�　
風
角　

五
嶽
之
♫
風
占
／
五
♫
風
聲
占
法
／
雜
占
五

♫
風
／
五
♫
主
客
占
法
／
♫
情
占
法
／
六
情
例
／
六
情
風
鳴
所
起
加
時
占
／�

　
風
角　

候
風
知
詔
書
／
候
風
知
赦
／
候
風
知
遷
官
免
罪
法
／
候
諸
侯
公
貴
客

／
候
喪
疾
風
占
／
飄
風
占
／
占
風
來
遠
近
法
／�　
風
角　

十
二
歲
⺼
日
時
風
占

／
三
刑
相
會
風
占
／
雜
風
占
／
拾
遺
／
五
♫
次
序
／
兩
軍
相
守
風
占
／
出
軍
風

占
／
城
營
占
風
／
邉
夷
水
賊
風
占
／
水
火
災

線
で
示
し
た

分
が
、
程
朙
善
本
系

（
四
庫
全
書
本
）
卷
九
一
に
も
あ
る
內

容
で
あ
る
。
程
朙
善
本
系

で
は
、
大
分
類
の
風
占
は
一
つ
だ
が
、
東
洋
文
庫
本

で
は
五
つ
の
風
占
の
大
分
類
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
同

の
內
容
が
吉
林
省
圖
書

館
本
に
も
見
え
る
（
た
だ
し
、
吉
林
省
圖
書
館
本
は
全
體
的
に
脫
落
箇
所
が
多
く
㊟
意
が

必
要
（
（（
（

）。
安
居
香
山
氏
は
、
こ
の
增
補
は
『

象
玩
占
』
か
ら
轉
載
さ
れ
た
可
能

性
が
高
い
と
指

す
る
（
㊟
（
（（
）
參
照
）。
し
か
し
、
例
え
ば
初
め
の
方
に
見
え

る
「
五
♫
占
風
法
」
の
よ
う
に
程
朙
善
本
系

の
不
備
を
補
完
で
き
る
箇
所
も
あ

る（
（（
（

。

　

尤
も
、
東
洋
文
庫
本
が
從
來
㊟
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
う
し
た
內
容
の
特

さ
よ
り
も
、
そ
の
素
性
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
洋
文
庫
本
の
圖
南

な
る
人
物（
（（
（

の
序
に
「
此
本
乃
ち
元
人
の
一
手
抄
錄
に
系
か
る
（
此
本
乃
系
元
人
一

手
抄
錄
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
居
氏
は
、
こ
の
抄
本
を
元
抄
本
か
ら
抄
寫
し

た
も
の
と
見
な
し
「
元
本
」
と
呼
ん
だ
。
從
來
知
ら
れ
る
程
朙
善
本
が
朙
萬
曆
年

閒
に
發
見
さ
れ
た
年
代
不
朙
の
古
抄
本
で
あ
る
の
に
對
し
、
底
本
が
元
抄
本
と
分

か
る
別
系

本
が
出
て
來
た
こ
と
は
確
か
に
重
要
で
あ
っ
た
。
最
近
で
も
黃
復
山

氏
が
こ
の
指

に
據
っ
て
い
る（
（（
（

。

　

し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
東
洋
文
庫
本
の
素
性
が
再
檢
討
を
要
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。
新
た
に
發
見
し
た
程
朙
善
の
跋
文
に
よ
り
、
東
洋
文
庫
本
の
底
本

を
示
す
圖
南
序
が
、
程
朙
善
跋
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ
る
。

程
朙
善
序
を
基
準
に
兩
者
の

同
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

程
朙
善
跋
（
底
北
京
國
家
圖
書
館
本
ａ
、

書
は
圖
南
序
と
の

同
、
○
は
共
通
字
、
×

は
圖
南
序
に
な
い
字
。【　

】
は
圖
南
序
に
の
み
あ
る
字
句
）

『
大○

唐○

開○

元○

占○

經○

』
一○

百○

二○

十○

卷○

、
瞿○

曇○

悉○

逹○

等○

奉○

敕○

之○

所○

撰○

也○

。『
文○

獻○

通○

考○

』

『
玉○

海○

』『
崇×

文×

總×

目×

』『
文×

淵×

閣×

藏×

書×

目×

』、
皆○

不○

載○

其○

名○

。
惟○

鄭○

夾浹

★○

『
通○

志○

畧○

』
㊒○

其○

目○

、
云×

、
一○

百○

一○

十○

卷
。
竝×

无無

作○

者○

之○

名○

。
且○

【
其
志
】
云○

、
今○

僅○

存○

三○

卷○

。【
是
當
時
已
未
其
書
也
】
陶○

九○

成○

著○

書○

甚○

富○

。
其○

『
輟○

畊○

錄○

』
云○

、

角○

端○

二○

字○

乃○

馬×

名×

、
見○

于於

『
史○

記○

』。
初○

無○

日○

行○

一○

萬○

八○

千○

里○

之○

說○

。【
是
陶
公

亦
未
見
之
也
。】
我○

朝○

博○

洽○

、
如○

楊○

升○

菴○

・
何○

元○

郞○

・
王○

鳳○

洲○

・
陳○

五○

岳○

・
焦○

澹○

翁園

・
胡○

云元

瑞○

諸○

公君

所○

著○

書○

、
皆○

未○

衟○

及○

。
惟○

澹○

园○

先○

生
『
國○

史○

』
經○

籍○

志○

所×

載×

與×

『
通×

志×

畧×

』
同×

不×

過×

因×

鄭×

氏×

之×

說×

耳×

。【
僅
載
其
目
、
亦
是
百
一
十
卷
無

作
者
之
名
。】
何○

元○

郞○

『
四○

友○

齋○

叢○

說○

』
云○

緯○

書○

傳○

聞○

㊒○

七○

種○

、【
爲
】
歷○

代○

所○

禁○

藏○

書○

。
好○

事○

之×

家○

倘○

然○

遇○

此○

、【
必
】
不○

可○

錯○

過○

。【
然
則
元
郞
之
所
聞
者
乃

七
種
爾
。】
今○

考○

、『
占○

經○

』
㊒得

緯○

書○

七○

十○

餘○

種○

【
集
成
】、�

皆○

宋×

元×

朙×

慱○

斈洽

大○

儒○

【
之
】
所○

未○

經×

見○

。
余○

今×

得○

而○

讀○

之○

、
何可

其謂

幸○

矣○

。
元○

世○

祖○

用○

兵○

沙○
○

時○

、

見○

一○

巨×

獸○

。
云○

此○

去○

、
非○

陛○

下○

所○

㊒○

、
當急

宜○

回○

兵○

。
問○

之○

。
耶○

律○

楚○

材○

奏答

云○

、

此○

天×

之×

仁×

獸○

也×

。
名○

角○

端○

。
能×

作×

四×

夷×

語×

、
日○

行○

一○

萬○

八○

千○

里○

。
上○

帝○

好○

生○

惡○

殺○

、
故×

遣×

之×

、
以×

吿×

陛×

下×

。
陛○

下○

急○

宜○

回還

兵○

。
今○

此○

書○

具○

㊒○

其○

說言

、
可○

見○

得×

見×

者×

惟唯

耶○

律○

氏楚
材

一○

人○

【
見
之
】
而耳巳
。
劉×

誠×

意×

沒×

後×

、　

太○

祖○

命○

人○

徃○

取○

其×

生×

平×

所×

讀
天
文
書○

。
其×

子×

乃○

以○

『

○

象○

玩○

占○

』
進○

。　

太×

祖×

命×

人×

重×

錄×

一×

過×

。
想○

劉○

公○

當○

日○

亦○

未○

㊒之

此見
也

、
故×

南×

北×

灵×

臺×

具×

无×

藏×

本×

。〔『
大
唐
開
元
占
經
』
一
百
二
十

卷
、
瞿
曇
悉
逹
等
奉
敕
の
撰
す
る
所
な
り
。『
文
獻
通
考
』『
玉
海
』『
崇
文　

目
』『
文

淵
閣
藏
書
目
』、
皆
な
其
の
名
を
載
せ
ず
。
惟
だ
鄭
夾

『
通
志
畧
』
の
み
其
の
目
㊒

劉　

誠　

意



『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て

八
七

り
、
一
百
一
十
卷
と
云
う
。
竝
び
に
作
者
の
名
无
し
。
且
つ
【
其
の
志
に
】
今
僅
か
に

三
卷
を
存
す
の
み
と
云
う
。【
是
れ
當
時　
已
に
未
だ
其
の
書
を
（
見
）
ざ
れ
ば
な
り
。】

陶
九
成
の
著
書
は
甚
だ
富
む
。
其
の
『
輟
畊
錄
』
に
云
え
ら
く
、
角
端
の
二
字
乃
ち
馬

名
な
り
、『
史
記
』
に
見
ゆ
。
初
め
よ
り
日
に
行
く
こ
と
一
萬
八
千
里
の
說
無
し
、
と
。

【
是
れ
陶
公
も
亦
た
未
だ
之
を
見
ざ
れ
ば
な
り
。】
我
が
朝
の
博
洽
た
る
、
楊
升
菴
・
何

元
郞
・
王
鳳
洲
・
陳
五
岳
・
焦
澹
翁
・
胡
云
瑞
の
諸
公
の
著
す
所
の
書
の
如
き
も
、
皆

な
未
だ
衟
及
せ
ず
。
惟
だ
澹
园
先
生
『
國
史
』
經
籍
志
の
載
す
る
所
は
『
通
志
畧
』
と

同
じ
け
れ
ば
鄭
氏
の
說
に
因
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。【
僅
か
に
其
の
目
を
載
せ
、
亦
た
是

れ
百
一
十
卷
、
作
者
の
名
無
し
。】
何
元
郞
『
四
友
齋
叢
說
』
に
云
え
ら
く
緯
書
の
傳
聞�

七
種
㊒
り
、
と
。
歷
代�

藏
を
禁
ず
る
所
の
書
【
た
れ
ば
】、
好
事
の
家
倘
然
と
し
て
此

れ
に
遇
わ
ば
、【
必
ず
】
錯
過
す
べ
か
ら
ず
。【
然
ら
ば
則
ち
元
郞
の
聞
く
所
は
乃
ち
七

種
の
み
。】
今
考
え
る
に
、『
占
經
』
に
緯
書
七
十
餘
種
【
の
集
成
】
㊒
り
、
皆
な
宋
元

朙
の
慱
斈
大
儒
の
未
だ
經
見
せ
ざ
る
所
な
り
。
余　

今
得
て
之
を
讀
め
ば
、
何
ぞ
其
れ

幸
い
な
る
や
。
元
の
世マ

　
マ祖�

兵
を
沙

に
用
い
し
時
、
一
巨
獸
を
見
ゆ
。（
巨
獸
）
云
え

ら
く
、
此
れ
よ
り
去
れ
、
陛
下
の
㊒
す
る
所
に
非
ず
、
急
く
宜
し
く
兵
を
回
す
べ
し
、
と
。

（
世
祖
）
之
を
問
う
。
耶
律
楚
材
奏
し
て
云
え
ら
く
、
此
れ
天
の
仁
獸
な
り
。
名
は
角
端
。

能
く
四
夷
の
語
を
作
し
、
日
に
行
く
こ
と
一
萬
八
千
里
。
上
帝
生
を
好
み
殺
を
惡
み
て
、

故
に
之
を
遣
わ
し
、
以
て
陛
下
に
吿
ぐ
。
陛
下
急
く
宜
し
く
兵
を
回
す
べ
し
、
と
。
今

此
の
書　

具
に
其
の
說
㊒
れ
ば
、
見
る
を
得
た
る
者
は
惟
だ
耶
律
氏
一
人
の
み
と
見
る

べ
し
。
劉
誠
意
の
沒
後
、
太
祖�

人
に
命
じ
て
徃
き
て
其
の
生
平
讀
む
所
の
天
文
書
を
取
ら

し
む
。
其
の
子
乃
ち
『

象
玩
占
』
を
以
て
進
ず
。
太
祖�

人
に
命
じ
て
重
錄
せ
し
め
る

こ
と
一
過
。
想
う
に
劉
公
の
當
日
も
亦
た
未
だ
此
れ
㊒
ら
ず
、
故
に
南
北
の
灵
臺
も
具

に
藏
本
无
し
。〕

＊

線
は
圖
南
序
に
無
い
表
現

こ
こ
ま
で
兩
者
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
の
大
意
は
、宋
元
朙
の
博
學
大
儒
で
も『
開

元
占
經
』
の
閱
覽
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
己
が
そ
れ
を
手
に
出
來
た
僥

倖
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
續
く
序
末
・
跋
末
の

分
で
は
、

兩
者
の
意
圖
は

な
っ
て
く
る
。
先
ず
、
程
朙
善
跋
は
、

余
因
布
施
裝
金
而
得
此
書
于
古
佛
腹
中
。
不
知
藏
之
何
代

0

0

0

0

0

0

、
錄
于
何
人

0

0

0

0

。
諒
必

非
廳

之
所
能
鑒
辨
也
。
一
旦
宜
洩

布
人
閒
。
亦
足
以
徵
余
藏
書
好
衟
之
報

矣
。
因
跋
卷
尾
、
使
人
知
所
重
云
。
／
萬
曆
四
十
四
年
歲
在
㆛
辰
秋
七
⺼
、
古

歙
程
朙
善
跋
。〔
余　

布
施
裝
金
に
因
り
て
此
の
書
を
古
佛
の
腹
中
よ
り
得
る
。
之
を

0

0

藏
す
る
こ
と
何
代
か

0

0

0

0

0

0

0

0

、
何
人
に
よ
り
錄
せ
ら
る
る
か
を
知
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
諒
に
必
ず
廳

の
能

く
鑒
辨
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
一
旦
宜
し
く
洩
ら
し
て
人
閒
に

布
す
べ
し
。
亦
た

以
て
余
の
藏
書
好
衟
の
報
い
を
徵
す
る
に
足
る
の
み
。
因
り
て
卷
尾
に
跋
し
、
人
を
し

て
重
ず
る
所
を
知
ら
し
む
と
云
う
。
萬
曆
四
十
四
年
歲�

㆛
辰
に
在
り
、
秋
七
⺼
、
古
歙

程
朙
善
跋
す
。〕

と
あ
る
。
對
し
て
、
圖
南
序
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

此
本
乃
系
元
人
一
手
抄
錄

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
顧
不
重
而
可
寶
歟
。
圖
南

。『
占
經
』舊
未
㊒
跋
、

紀
錄
以
供
同
志
。〔
此
の
本
乃
ち
元
人
の
一
手
抄
錄
に
系
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
顧
に
重
ん
じ
て
寶
と
す

べ
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
圖
南

す
。『
占
經
』
舊
よ
り
未
だ
跋
㊒
ら
ざ
れ
ば
、
紀
錄
し
以
て

同
志
に
供
す
。〕

狀
況
か
ら
見
て
、
圖
南
序
が
程
朙
善
跋
を
改
作
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
閒
違
い
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
兩
者
の
跋
末
・
序
末
を
見
比
べ
れ
ば
、
そ
の
意
圖
す
る
所
の

違
い
は
朙
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
寫
本
の
抄
寫
年
代
に
つ
い
て
、
程
朙
善
跋
で

は
、「
之
を
藏
す
る
こ
と
何
代
か
、
何
人
に
よ
り
錄
せ
ら
る
る
か
を
知
ら
ず
」
と

し
て
愼
重
な
態
度
を
取
る
の
に
對
し
、
圖
南
序
で
は
同
じ
歬
提
か
ら
「
此
本
乃
ち

元
人
の
一
手
抄
錄
に
系
る
」
と

斷
す
る
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
圖
南
序
で
は
、「
是

れ
陶
公
も
亦
た
未
だ
之
を
見
ざ
れ
ば
な
り
。」
な
ど
の
强
調
表
現
を
加
え
て
い
る
。

要
す
る
に
圖
南
は
、
元
初
の
耶
律
楚
材
以
後
、
朙
代
ま
で
如
何
な
る
人
物
も
閱
覽
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八
八

で
き
な
か
っ
た
以
上
、
こ
の
抄
本
は
元
人
が
抄
寫
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
程
朙
善
跋
の
記
述
を
讀
み
替
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

特
に
客

的
な

斷
材
料
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
こ
の
程
朙
善

跋
が
程
朙
善
本
系

の
抄
本
か
ら
轉
載
さ
れ
、
東
洋
文
庫
本
に
插
入
さ
れ
る
過
程

で
改
作
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
結
局
、
從
來
東
洋
文
庫
本
の
素
性
を
推
定
す
る
根
據

で
あ
っ
た
圖
南
序
は
、
本
來
程
朙
善
本
系

の
抄
本
に
付
さ
れ
た
、
や
や
恣
意
的

な
記
述
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
圖
南
序
が
客

的
な
證
左
と
な
り
得
な

い
以
上
、
東
洋
文
庫
本
系

の
出
自
は
不
朙
と
す
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

で
も
本
書
が
善
本
で
あ
る
こ
と
、
㊮
料
的
に
も
固
㊒
の
價
値
を
持
つ
こ
と
は
疑
い

無
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
程
朙
善
の
發
見
以
歬
の
『
開
元
占
經
』
の
傳
存
に
つ
い
て
も
、
圖
南
序

の
再
檢
討
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
譯
で
は
な
い
。
實
は
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
圖
南

序
以
上
に
重
要
な
㊮
料
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
次
に
紹
介
す
る
成
化
閣
本

系

の
諸
抄
本
で
あ
る
。

　
　
（
３
）
成
化
閣
本
系

　

成
化
閣
本
と
は
、
淸
・
邵
懿
辰
『
四
庫
簡
朙
目
錄
標
㊟
』
に
、
黃
丕
烈
が
曾
て

見
た
と
あ
る
「
成
化
年
閣
本
」
を
指
す（
（（
（

。
こ
れ
は
既
に
黃
復
山
氏
が
指

す
る
よ

う
に（
（（
（

、
黃
丕
烈
の
夏
文
彥
『
圖
繪
寶
鑑
』
に
付
し
た
題

に
、

吾
曾
見
成
化
時
閣
本
大
唐
開
元
占
經
、
每
册
俱
用
黃
綾
作

面
、
復
用
黃
絹
作

箋
簽
條
。〔
吾
曾
て
成
化
の
時
の
閣
本
『
大
唐
開
元
占
經
』
を
見
る
に
、
每
册
俱
に
黃

綾
を
用
て

面
を
作
し
、
復
た
黃
絹
を
用
て
箋
簽
條
を
作
す（
（（
（

。〕

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
詳
細
不
朙
だ
が
、
と
も
か
く
程
朙
善

の
發
見
よ
り
百
數
十
年
遡
る
成
化
年
閒
に
、
宮
中
の
藏
書
閣
に
『
開
元
占
經
』
が

祕
藏
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
成
化
閣
本
は
現
物
が
確
認

さ
れ
ず
、
そ
の
實
態
は
不
朙
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
筆
者
が
調
査
を
進
め
る
中
で
、
成
化
紀
年
の
御
製
序
を
持
つ
抄
本
が

見
つ
か
り
、
そ
こ
か
ら
成
化
閣
本
を
祖
本
と
す
る
複
數
の
抄
本
群
の
存
在
も
朙
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
先
ず
は
、
そ
の
起
點
と
な
っ
た
、
復
旦
大
學
本
ｂ
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
。

　

當
抄
本
は
淸
・
陳
鱣
の
舊
藏
本
で
、「
曆
」「
玄
」
を
避
諱
す
る
な
ど
、
淸
乾
隆

以
降
の
抄
本
で
あ
る
が
、
冐
頭
に
「
御
製
重
錄
開
元
占
經
序
」
と
題
し
た
御
製
序

を
置
き
、
そ
の
末
尾
に
「
成
化
壬
寅
年
九
⺼
朔
日
」
の
紀
年
を
持
つ
。
ま
た
書
耳

に
「
讀
未
見
書
齋
鈔
本
」（
讀
未
見
書
齋
は
黃
丕
烈
の
書
斎
名
）
と
あ
る
か
ら
、
元
は

黃
丕
烈
の
藏
本
で
あ
り
、
後
に
彼
と
友
誼
の
あ
っ
た
陳
鱣
の
藏
書
に
歸
せ
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
點
か
ら
考
え
て
、
當
抄
本
は
黃
丕
烈
が
實
見
し
た
と
い

う
成
化
閣
本
を
抄
寫
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
書
誌
的
な
特
徵
に
加
え
て
、
復
旦
大
學
本
ｂ
は
ま
た
內
容
に
も
特
徵

を
持
つ
。
す
な
わ
ち
卷
九
一
か
ら
九
七
の
內
容
が
程
朙
善
系

と
も
東
洋
文
庫
本

系

と
も

な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
實
は
こ
の
內
容
は
、
既
に
第
一

で
述

べ
た
安
居
香
山
氏
が
發
見
し
た

本
（
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
、
卷
九
一
か
ら
九
七
の
み
の

殘
卷
本
）
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
安
居
氏
の
硏
究
で
は
正
體
不
朙
の

本
と
さ
れ

て
い
た
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
が
、
復
旦
大
學
本
ｂ
に
よ
り
、
成
化
閣
本
系

の
抄
本

で
あ
っ
た
こ
と
が

朙
し
た
の
で
あ
る
。

　

卷
九
一
か
ら
九
七
の
內
容
は
既
に
安
居
氏
が
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
を
元
に
ま
と
め

て
い
る
が（
（（
（

、
簡
單
に
整
理
し
て
お
く
と
、
卷
九
一
風
占
、
卷
九
二
雨
占
、
卷
九
三

候
歲
善
惡
占
、
卷
九
四
雜
雲
氣
占
、
卷
九
五
雲
氣
犯
二
十
八
宿
占
、
卷
九
六
雲
氣

犯
石
氏
甘
氏
中
外
官
占
、
卷
九
七
猛
將
軍
陣
勝
敗
雲
氣
占
と
な
っ
て
お
り
、
見
出

し
上
は
程
朙
善
本
系

と
似
て
い
る
が
、
內
容
は
相
當
に

な
る
。
例
え
ば
、
卷

九
五
・
九
六
は

立
て
や
占
文
が
ほ
ぼ
同
じ
も
の
の
、
程
朙
善
本
系

で
脫
落
し



『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て

八
九

て
い
る
引
用
書
名
が
全
て
殘
っ
て
い
る
。
ま
た
字
句
の

同
や
條
文
の
出
入
り
、

或
い
は
配
列
の
違
い
も
相
當
あ
る
。
殘
り
の
五
卷
に
つ
い
て
は
、
占
法
の
種
類
は

近
い
が
、

立
て
・
占
文
・
出
典
な
ど
內
容
は
完
全
に

な
る
た
め
、
却
っ
て
新

出
㊮
料
と
し
て
扱
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
無
論
、
卷
九
一
か
ら
九
七
以
外
の

分
も

同
は
相
當
な
數
に
上
る
。
從
來
、
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
は
「

本
」
と
し
て

扱
わ
れ
て
き
た
が
、
出
自
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
今
、
こ
れ
ら
の
抄
本
の
位
置
づ
け

も
變
わ
っ
て
來
よ
う
。

　

な
お
、
同
系

に
屬
す
る
淸
抄
本
が
さ
ら
に
數

見
つ
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
北
京
國
家
圖
書
館
本
ｄ
、
中
央
硏
究
院
本
、
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ａ
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
抄
本
も
卷
九
一
か
ら
九
七
の
內
容
、
そ
し
て
御
製
序
を
持
つ
點
ま
で
全

て
一
致
す
る（
（（
（

。
し
か
し
、
復
旦
大
學
本
ｂ
以
外
の
抄
本
は
御
製
序
に
紀
年
を
缺
い

た
た
め
、
そ
れ
が
誰
の
も
の
か
不
朙
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
重
要
性
が
看
過
さ
れ
て

き
た
。
現
存
す
る
の
が
全
て
淸
抄
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
は
淸
朝
皇
帝
の

御
製
序
と
見
な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
今
回
、
從
來
全
く
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
復
旦
大
學
本
ｂ
に
成
化
紀

年
の
御
製
序
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、
古
く
は
安
居
香
山
氏
、
最
近
で
は
黃
復
山

氏
に
よ
り
想
定
さ
れ
て
い
た
萬
曆
以
歬
の
『
開
元
占
經
』
の
傳
存
が
、
物
的
證
據

か
ら
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次

で
は
、
こ
の
成
化
閣
本
に
焦
點

を
あ
て
、『
開
元
占
經
』
の
傳
來
を
考
え
て
み
た
い
。

第
三
　

成
化
閣
本
の
傳
來
に
つ
い
て

　
　
（
１
）
元
・
明
に
お
け
る
『
開
元
占
經
』

　

宋
代
の
書
目
に
三
、四
卷
本
の
み
が
見
え
て
い
た
『
開
元
占
經
』
は
、元
代
以
降
、

全
く
傳
存
が
不
朙
と
な
る
。
本

で
は
、
成
化
閣
本
や
新
出
㊮
料
を
手
が
か
り
に

元
代
以
降
の
傳
來
を
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
た
め
に
先
ず
、
禁
書
政
策
と
の
關
わ

り
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
中
國
の
歷
代
王
朝
で
は
、
天
文
や
占
卜
に
關
す
る
圖

書
は
し
ば
し
ば
禁
書
對
象
と
な
っ
た
。『
開
元
占
經
』
に
多
く
引
か
れ
る
國
家
規

の
天
文
五
行
占
や
緯
書
圖
讖
、
曆
な
ど
は
、
取
り

ま
り
の
筆
頭
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
こ
う
し
た
禁
書
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
に
は
、
と
も
す
れ
ば
國
家
轉
覆
に
も
利
用
さ
れ
か
ね
な
い

書
物
が
民
閒
に

布
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
、
も
う
一
つ
は
國
家
運
營
の
要
で
も
あ

る
こ
れ
ら
の
諸
書
を

收
し
、
國
家
が
獨
占
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る（
（（
（

。

　

こ
の
點
を
踏
ま
え
、
㊟
目
し
た
い
の
が
、
近
年
發
見
さ
れ
た
元
代
の
『
至
正
條

格
』
で
あ
る
。
そ
の
卷
二
・
斷
例
・

制
「
隱
藏
玄
藏
圖
讖
」
に
『
開
元
占
經
』

が
見
え
て
い
る（
（（
（

。

泰
定
二
年
十
二
⺼
十
三
日
、
中
書
省
奏
節

「
合
禁
的
文
書
、
如
今
嚴
立
斷
例
、

各
處
徧
行
文
書
、
張
掛

文
。
但
係
世
祖
皇
帝
時
分
禁
了
來
的
、
竝
在
後
累
朝

禁
了
來
的
禁
書
、
不
揀
誰
根
底
㊒
呵
、
文
字
到
日
、
壹
伯
日
已
裏
、
敎
他
每
自

便
燒
燬
了
者
。
休
藏
留
者
。
若
壹
伯
日
之
外
、
不
行
燒
燬
的
、
首
吿
出
來
呵
、

杖
壹
伯
柒
下
、
籍
沒
家
產
一
半
、
於
那
錢
物
的
壹
半
、
付
吿
人

賞
呵
、
庶
使

無
知
的
人
每
不
致
傷
害
姓
（
性
）
命
、
多
人
每
不
遭
禍
擾
也
者
。」
奏
呵
、
奉

聖
旨
「
那
般
者
。」
欽
此
。
令
太
史
院
・
司
天
監
與
禮

・
翰
林
國
史
院
・
集

賢
院
・
刑

、
一
同
議
得
合
禁
等
書
、
開
列
于
後
。〔
泰
定
二
年
（
一
三
二
五
）

十
二
⺼
十
三
日
、
中
書
省
の
奏
の
節

に
「
當
然
禁
ず
べ
き
書
物
は
、
今
嚴
し
く
斷
例

を
立
て
、
各
所
に
遍
く
文
書
を
下
し
、

文
を
立
て
掛
け
る
。
た
だ
し
世
祖
皇
帝
の
時

代
に
禁
止
さ
れ
た
禁
書
や
以
後
の
歴
代
朝
で
禁
止
さ
れ
た
禁
書
は
、
い
か
な
る
物
も
、

文
書
が
屆
い
た
日
か
ら
百
日
以
內
に
、
そ
の
所
㊒
者
ら
に
自
ら
速
や
か
に
燒
却
さ
せ
よ
。

藏
し
て
留
め
置
く
な
か
れ
。
も
し
百
日
を
過
ぎ
て
燒
却
せ
ず
、
そ
れ
が
吿
發
さ
れ
た
場

合
、
杖
一
百
を
加
え
、
家
產
の
半
分
を
沒
收
し
、
そ
の
沒
收
し
た
財
產
の
半
分
を
吿
發
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九
〇

者
へ
與
え
た
な
ら
ば
、
無
知
の
人
々
に
性
命
を
損
な
わ
せ
ず
、
多
く
の
人
々
を
憂
患
に

遭
わ
せ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
」。
こ
の
よ
う
に
奏
し
た
と
こ
ろ
、
奉
じ
た
聖
旨
に
「
そ
の

よ
う
に
せ
よ
」
と
あ
っ
た
。
太
史
院
・
司
天
監
に
命
じ
、
禮

・
翰
林
國
史
院
・
集
賢
院
・

刑

と
共
に
協
議
さ
せ
、
そ
れ
で
決
ま
っ
た
當
然
禁
ず
べ
き
類
の
書
は
、
後
に
開
列
す

る
。〕

以
上
の
よ
う
に
述
べ
、
次
の
禁
書
目
錄
を
擧
げ
る
。

乾
象
通
鑑
／
天
官
要
覽
／
乾
象
新
書
／
五
行
類
事
占
／
大
象
賦
／
戎
軒
指
掌
／

古
今
通
占
／
握

占
／

象
隱
微
通
占
／
天
文
總
錄
／
乙
巳
占
／
荊
州
占
／
開0

元
占

0

0

／
通
天
玉

／
天
文
祥

／
景
祐
占
／
天
文
精
義
賦
／
天
文
祥

賦
／
周

天
星
圖
／
天
文
主
管
／
風
角
集
／
歴
代
占
天
錄
／
懸
象
賦
／
天
元
玉
册
／
占
書

類
要
／
福
應
集
／
太
一
龜
鑑
／
太
一
新
書
／
淘
金
歌
／
金

式
／
紫
庭
經
／
紫

庭
祕
訣
／
龍
虎
經
／
太
一
雌
雄
鈴
／
太
白
陽
經
／
太
白
陰
經
／
符
應
經
／
萬
一

訣
／
專
征
賦
／
遁
甲
細
鈴
圖
／
太
一
雷
公
式
／
七
曜
曆
／
推
背
圖
／
五
公
符
／

苗
太
監
僞
造
圖
讖
文
書
／
博
聞
錄
／
顯
朙
曆
／
推
背
圖
／
血
盆
／
及
應
合
禁
斷

天
文
圖
書
、
一
切
左
衟
亂
正
之
術
〔
及
び
應
合
に
禁
斷
す
べ
き
天
文
圖
書
、
一
切
の

左
衟
亂
正
の
術
〕

こ
う
し
た
禁
書
令
の
場
合
、
天
文
占
書
や
緯
書
圖
讖
の
類
は
「
天
文
圖
書
」
な
ど

と
總
稱
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
天
文
圖
書
」
の
中
に
い
か
な

る
書
が
入
っ
て
い
た
か
を
知
り
得
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
㊮
料
の
固
㊒
の
價
値
が
あ

る
。
そ
の
中
に
『
開
元
占
經
』
の
名
が
見
え
て
い
る
。
本
書
が
も
し
本
當
に
宋
代

に
大

分
が
散
佚
し
て
い
た
な
ら
ば
、
禁
書
の
對
象
と
な
る
こ
と
も
無
か
っ
た
だ

ろ
う
。
無
論
、
搜
書
の
た
め
に
佚
書
を
記
載
し
た
可
能
性
も
疑
え
る
が
、
そ
れ
な

ら
ば

線

に
見
え
る
よ
う
に
檢
分
も
無
し
に
燒
い
た
り
せ
ず
、

收
し
て
祕
書

監
な
ど
へ
送
付
を
命
じ
る
は
ず
で
あ
る（
（（
（

。
天
文
の
專
門
機
關
で
あ
る
太
史
院
・
司

天
監
竝
び
に
關
係
官
署
閒
で
協
議
し
た
結
果
が
、
こ
の
速
や
か
な
燒
却
處
分
で
あ

る
か
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
既
に
祕
書
監
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

『
開
元
占
經
』
の
場
合
、
當
然
そ
れ
は
宋
代
の
書
目
に
見
え
る
三
、四
卷
本
で
は
な

く
完
本
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
の
元
代
の
傳
本
が
朙
に
受
け
繼
が
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
に
元
末
朙
初
の

狀
況
を
檢
討
し
て
み
た
い
。
そ
こ
で
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
と
い
う
天
文
占
類
書
で
あ
る
。
本
書
は
朙
・
洪
煕
帝
の
御
製
序
を
持
つ
が
、

馮
錦
榮
氏
に
よ
れ
ば
、
元
末
朙
初
、
兩
朝
に
仕
え
た
天
文
官
の
作
と
さ
れ
る（
（（
（

。
本

書
は
『
開
元
占
經
』
の
引
用
例
が
多
く
、
既
に
黃
復
山
氏
の
檢
討
が
あ
る
が（
（（
（

、
氏

は『
開
元
占
經
』か
ら
の
孫
引
き

0

0

0

と
思
わ
れ
る
讖
緯
文
獻
の
引
用
例（「
開
元
占
曰
」

と
記
さ
な
い
）
に
着
目
す
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、「
開
元
占
曰
」
と
朙
示
し
て

引
く
箇
所
に
㊟
目
し
た
い
。
と
言
う
の
も
、
こ
れ
ら
の
引
用
例
か
ら
『
天
元
玉
曆

祥

賦
』
と
成
化
閣
本
と
の
繫
が
り
が
窺
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

先
ず
『
天
元
玉
曆
祥

賦
』（
底
內
閣
文
庫
藏
彩
繪
抄
本
、
十
册
本
）
所
引
の
『
開

元
占
經
』
各
條
を
抽
出
す
る
と
、
六
三
條
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
『
開
元
占
經
』
で

い
う
日
占
（
卷
五
〜
一
〇
）・
⺼
占
（
卷
一
一
〜
一
七
）・
熒
惑
占
（
卷
三
〇
〜
三
七
）・

太
白
占
（
四
五
〜
五
二
）・
雜
雲
氣
占
（
卷
九
四
）・
猛
將
軍
陣
勝
負
雲
氣
占
（
卷

九
七
）
に
あ
た
る
。
無
論
、
各
卷
か
ら
滿
遍
な
く
引
か
れ
て
い
る
譯
で
は
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
三
、四
卷
に
收
ま
る
量
で
は
な
い
。
や
は
り
、
完
本
に
近
い
本

を
用
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、
㊟
目
し
た
い
の
が
、『
開
元
占
經
』
の
雜
雲
氣
占
（
卷
九
四
）・
猛

將
軍
陣
勝
負
雲
氣
占
（
卷
九
七
）
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ

は
『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
第
七
册
に
六
例
、
第
九
册
に
一
例
あ
る
。
紙
幅
の
關
係

で
全
て
は
紹
介
で
き
な
い
が
、今
試
み
に
數
例
を
擧
げ
れ
ば
、『
天
元
玉
曆
祥

賦
』

第
七
册
・
敗
軍
氣
占
に
、

開
元
占
曰
、

上
氣
如
群
鳥
亂
飛
、
此
衰
氣
也
。
疾
徃
擊
之
大
敗
。〔
開
元
占
に



『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て

九
一

曰
く
、

上
の
氣�

群
鳥
の
亂
れ
飛
ぶ
が
如
き
は
、
此
れ
衰
氣
な
り
。
疾
く
徃
き
て
之
を

擊
た
ば
大
い
に
敗
る
。〕　

＊
テ
キ
ス
ト
比
較
が
目
的
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
類
似
の
占

文
は
訓
讀
を
省
略

と
あ
る
占
文
は
、
成
化
閣
本
で
は
「
兵
書
曰
、
軍
上
氣
如
群
鳥
亂
飛
、
衰
氣
也
。

疾
徃
擊
之
大
勝
。」（
底
復
旦
大
學
本
ｂ
、卷
九
七
軍
敗
氣
）
と
あ
り
、程
朙
善
本
に
「
軍

敗
氣
如
群
鳥
亂
飛
。
疾
伐
之
必
大
勝
。」（
底
四
庫
全
書
本
、卷
九
七
敗
軍
氣
）
と
あ
る
。

雙
方
に

同
は
あ
る
が
、
成
化
閣
本
の
方
が
句
作
り
が
近
く
、
ま
た
「
衰
氣
也
」

の
文
言
も
共
通
す
る
。
ま
た
同
じ
く
敗
軍
氣
占
に
、

開
元
占
曰
、

上
氣
如
人
臥
無
手
足
者
、
軍
敗
。〔
開
元
占
に
曰
く
、

上
の
氣

人
の
臥
し
て
手
足
無
き
者
の
如
く
ん
ば
、
軍
敗
れ
る
。〕

と
あ
る
の
は
、
成
化
閣
本
で
は
、「
兵
書
曰
、

上
氣
如
人
臥
無
手
足
、
敗
。」（
同

軍
敗
氣
）
と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
一
方
、
程
朙
善
本
で
は
、
卷
九
四
兵
氣

に
見
え
る
次
の
箇
所
が

當
す
る
。

軍
上
氣
如
死
蛇
、
如
擊
牛
…
略
…
如
捲
席
①
、
如
懸
衣
、
如
匹
布
亂
攘
①
…
略

…
或
如
臥
人
無
手
足
、②
…
略
…
者
皆
敗
軍
之
氣
。
擊
之
必
克
。③
〔
軍
上
の
氣�

死

蛇
の
如
き
、
擊
牛
の
如
き
、
…
略
…
捲
席
の
如
き
①
、
懸
衣
の
如
き
、
匹
布
の
亂
攘
す

る
が
如
き
①
…
略
…
或
い
は
臥
人
の
手
足
無
き
が
如
き
②
…
略
…
者
は
皆
な
敗
軍
の
氣
な

り
。之
を
擊
た
ば
必
ず
克
つ
。③
〕　

＊
…
略
…
は
歬
後
と
同
「
如
○
○
」の
表
現
が
入
る
。

こ
こ
で
は
軍
上
氣
の

々
な
形
を
列
擧
す
る
が
、
そ
の
中
で

線

②
③
が
先
の

占
文
と
類
似
す
る
も
の
の
、
や
は
り
字
句
や
解
釋
は

な
る
。
ま
た
、
こ
の
箇
所

の

線

①
は
、『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
第
七
册
に
「
開
元
占
曰
、
雲
氣
如
捲
席

布
帛
亂
穰
皆
爲
將
敗
之
徵

0

0

0

0

」
と
あ
る
占
文
に
類
似
す
る
が
、
氣
形
は
同
じ
で
も
解

釋
が

な
る
。
こ
の
箇
所
も
成
化
閣
本
に
「
京
房
曰
、
雲
如
卷
席
匹
布
亂
穰
者
皆

爲
敗
徵
」
と
あ
る
占
文
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

そ
の
他
、『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
第
九
册
戰
陣
氣
占
「
開
元
占
曰
、
雲
如
畊

、

兵
必
㊒
驚
大
戰

血
〔
雲
の
畊

の
如
き
は
、
兵
必
ず
驚
く
㊒
れ
ば
大
い
に
戰
い

血

す
〕」條
は
、成
化
閣
本
卷
九
七
に「
雲

者
兵
必
大
戰
驚
。
形
如
畊

」と
あ
る
が
、

程
朙
善
本
に
は

當
す
る
條
文
を
見
出
せ
な
い
。

　

以
上
の
檢
討
か
ら
考
え
て
、『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
の
編
纂
時
に
は
成
化
閣
本

に
近
い
抄
本
が
用
い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
そ
れ
が
成
化
閣
本
の
祖
本

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
表
向
き
の
記
錄
に
は
全
く
見
え
な
い
が
、
禁
書

と
な
っ
た
天
文
占
書
に
は
、
皇
帝
た
だ
一
人
の
み
を
除
き
、
祕
書
監
の
官
員
で
す

ら
閱
覽
が
許
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
っ
た
か
ら（
（（
（

、『
開
元
占
經
』
も
ま
た
嚴
重
に
祕

匿
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
そ
れ
が
後
に
成
化
帝
の
目
に
觸
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
成
化
閣
本
（
復
旦
大
學
本
ｂ
）
の
御
製
序
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

歬
略
…
朕
深
鑑
茲
而
一
念
之

乎
天
者
、
凜
然
若
捧
盈
御
朽
、
靡
敢
懈
惰
。
故

凢
占
天
之
書
悉
命
繕
錄
、
置
左
右
以
備

省
。
偶
而
展

0

0

0

及
唐

0

0

玄
宗
敕
太

0

0

0

0

史0

瞿0

曇0

所0

撰0

開
元
占
經

0

0

0

0

、
文
詞
浩
瀚
、
議
論
淵
宏
、
引
證
㊒
據
、
占
驗
㊒
法
、
誠

非
他
書
之
可
以
伯
仲
也
。
…
後
略
〔
朕
深
く
茲
を
鑑
み
て
之
を
一
念
し
て
天
を

わ

ば
、
凜
然
た
る
こ
と
捧
じ
て
御
朽
を
盈
た
す
が
若
く
、
敢
え
て
懈
惰
す
る
靡
し
。
故
に

凢
そ
占
天
の
書
悉
く
繕
錄
せ
し
め
て
、
左
右
に
置
き
以
て
觀
省
に
備
う
。
偶
た
ま
に
し

て
展（

展
覧
す
る
（

ず
る
こ
と
唐
玄
宗
の
太
史
瞿
曇
に
敕
し
て
撰
す
る
所
の
『
開
元
占
經
』
に
及
ぶ
に
、

文
詞
は
浩
瀚
、
議
論
は
淵
宏
に
し
て
、
引
證
に
據
㊒
り
、
占
驗
に
法
㊒
り
、
誠
に
他
書

の
以
て
伯
仲
す
べ
き
に
非
ざ
る
も
の
な
り
。〕

こ
こ
で
は
天
文
占
を
重
ん
じ
た
成
化
帝
が
天
文
占
書
を
集
覽
す
る
中
で
、
は
か
ら

ず
も
『
開
元
占
經
』
に
ま
で
展
覽
が
及
ん
だ
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は

稀
書
に
巡
り
逢
え
た
僥
倖
を
言
祝
ぐ
態
度
も
窺
え
る
。
こ
の『
開
元
占
經
』は『
文

淵
閣
書
目
』
や
後
の
『
內
閣
書
目
』
に
も
見
え
な
い
か
ら
、
や
は
り
成
化
帝
の
御

覽
を
經
た
後
も
祕
藏
さ
れ
續
け
た
の
だ
ろ
う
。



日
本
中
國
學
會
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第
六
十
四
集

九
二

　
　
（
２
）
淸
代
に
お
け
る
成
化
閣
本
の

出

　

朙
朝
で
は
祕
藏
さ
れ
續
け
た
成
化
閣
本
が
世
に
出
た
の
は
、
淸
代
も
乾
隆
年
閒

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
現
在
、
抄
出
本
で
あ
る
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
を
含
め
、

五
種
類
の
成
化
閣
本
が
確
認
で
き
る
。
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舊
藏
者
を
見
て
み
る

と
、
復
旦
大
學
本
ｂ
は
黃
丕
烈
・
陳
鱣
、
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
は
李
兆
洛
・
陸
心
源
、

北
京
圖
書
館
本
ｄ
は
陳
揆
、
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ａ
は
陸
芝
荣
、
さ
ら
に
臺
灣
國

家
圖
書
館
本
ａ
は
題

か
ら
趙
魏
・
汪
繼

と
寫
し
繼
が
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か

る（
（（
（

。
い
ず
れ
も
江
蘇
・
浙
江
の
出
身
者
で
あ
り
、
成
化
閣
本
は
こ
う
し
た
江
浙
地

域
の
藏
書
家
を
中
心
に

布
し
た
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。

　

た
だ
し
、
そ
の

布
の
元
が
黃
丕
烈
の
抄
本
だ
っ
た
か
は
斷
定
で
き
な
い
。
確

か
に
成
化
閣
本
を
經
見
し
た
と
し
て
唯
一
記
錄
が
殘
る
黃
丕
烈
で
あ
る
が
、
實
際

に
成
化
閣
本
を
詳
細
に
對
校
し
て
み
る
と
、
復
旦
大
學
本
ｂ
の
み
脫
落
し
て
い
る

分
が
あ
る
な
ど（
（（
（

、
こ
の
抄
本
を
起
點
と
し
て
他
の
諸
本
が
抄
寫
さ
れ
た
と
は
些

か
考
え
難
い
點
も
あ
る
。
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
を
除
け
ば（
（（
（

、
諸
本
は
復
旦
大
學
本
ｂ

以
外
か
ら
の
抄
寫
、
或
い
は
、
そ
れ
が
成
化
閣
本
の
現
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

布
の
經
緯
に
つ
い
て
は
愼
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
、
黃
丕
烈
を
は
じ
め
と
し
た
江
浙
の
藏
書
家
ら
に
よ
り

見
出
さ
れ
、
程
朙
善
本
と
比
べ
て
や
や
限
定
的
な
範
囲
で
廣
ま
っ
た
と
考
え
て
お

き
た
い
。

　

成
化
閣
本
の

出
の
時
朞
は
不
朙
だ
が
、
現
存
す
る
の
が
乾
隆
以
降
の
淸
抄
本

の
み
で
あ
る
こ
と
、
成
化
閣
本
同
士
で
は

同
が
少
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
恐

ら
く
は
か
な
り
後
代
ま
で
殆
ど
人
目
に
觸
れ
ず
、
宮
中
に
祕
藏
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
一
方
で
、
四
庫
全
書
編
纂
時
に
は
、
成
化
閣
本
が
用
い
ら
れ
た
形
跡

が
な
い
か
ら
、
四
庫
館
が
發
足
す
る
乾
隆
三
八
年
（
一
七
七
三
）
頃
に
は
、
成
化

閣
本
は
既
に
宮
中
か
ら

出
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

紀
年
を
持
た
な
い
抄
本
が

布
し
た
理
由
は
不
朙
だ
が
、
次
の
よ
う
な
背
景
が

考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
抄
本
が
寫
さ
れ
た
乾
隆
末
か
ら
嘉
慶
年
閒
當
時
、
既
に

四
庫
全
書
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
で
公
認
を
得
た
『
開
元
占
經
』
で
あ
っ
た
が
、
そ

も
そ
も
朙
朝
皇
帝
の
御
製
序
が
見
つ
か
っ
て
い
れ
ば
、
結
果
は
違
っ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
い
ず
れ
筆
禍
を
恐
れ
た
當
時
の
藏
書
家
か
ら
す
れ
ば
、
成
化
帝
の
御

製
序
は
非
常
に
危
險
視
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
實
際
、
朙
・
洪
煕
帝
の
御
製
序
を

持
つ
先
の
『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
が
、
四
庫
全
書
編
纂
の
際
に
徵
發
さ
れ
、
禁
毀

處
分
と
な
っ
て
い
る（
（（
（

。
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
配
慮
か
ら
紀
年
が
削
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
の
後
、
遂
に
淸
朝
で
は
『
開
元
占
經
』
が
禁
書
リ
ス
ト
に
載
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
小
稿
で
は
書
誌
調
査
に
基
づ
き
、
現
存
す
る
『
開
元
占
經
』
諸
本
を
三

系

（
程
朙
善
系

、
東
洋
文
庫
本
系

、
成
化
閣
本
系

）
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徵
・
留
意
點
を
朙
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
三
系

中
で
最
も
素
性
の
確

か
な
成
化
閣
本
系

の
諸
本
に
㊟
目
し
、新
出
㊮
料
も
含
め
て
檢
討
す
る
こ
と
で
、

從
來
、
全
く
不
朙
で
あ
っ
た
元
・
朙
以
降
の
傳
來
狀
況
を
檢
討
し
た
。
す
な
わ
ち
、

萬
曆
の
程
朙
善
の
發
見
以
歬
、
少
な
く
と
も
元
・
朙
兩
朝
で
は
宮
中
に
『
開
元
占

經
』
が
祕
藏
さ
れ
て
お
り
、
今
日
傳
存
す
る
成
化
閣
本
系

は
、
こ
う
し
た
宮
中

の
祕
藏
本
の

れ
を
汲
む
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
成
化
閣
本
は
朙
朝
の
書
目
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
祕
藏
さ
れ
續
け
、そ
し
て
淸
朝
に
も
受
け
繼
が
れ
た
が
、

い
か
な
る
經
緯
か
ら
か
宮
中
よ
り

出
し
、
そ
の
後
、
出
自
を
隱
し
て

布
し
た

よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
祕
匿
狀
況
の
背
景
に
は
、
各
時
代
每
の
禁
書
政
策
が
大
き
く



『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て

九
三

關
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
開
元
占
經
』の
場
合
、書
目
へ
の
記
載
の
㊒
無
が
、

必
ず
し
も
本
書
の
存
佚
を
裏
付
け
な
い
こ
と
は
、
宋
以
歬
の
傳
來
を
考
え
る
上
で

も
看
過
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
當
時
の
書
目
に
三
、四
卷
本
の
み
が
見
え
る

狀
況
は
、
檢
討
の
餘
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
成
化
閣
本
系

の
諸
本
が
現
在
最
も
素
性
の
確
か
な
抄
本
と

言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
通
行
本
と
の

同
は
、
筆
者
の
管
見
で
も
相
當
な
數
に
上

る
。
目
下
、
成
化
閣
本
系

の
抄
本
は
、
ど
れ
も
簡
便
に
閱
覽
で
き
な
い
狀
況
に

あ
る
が
、
今
後
、
飜

や
校
訂
に
む
け
た
取
り
組
み
も
必
要
だ
ろ
う（
（（
（

。

　

術
數
文
獻
に
は
抄
本
と
し
て
傳
わ
る
も
の
が
多
く
、
中
に
は
書
誌
的
問
題
が
未

解
決
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
時
に
硏
究
の

害
と
も
な
る
が
、
書

誌
調
査
と
基
礎
硏
究
の
面
か
ら
、
從
來
知
ら
れ
て
い
な
い
在
り
方
も
見
え
て
來
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
、
關
連
文
獻
も
含
め
、
丁
寧
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
續
け
て

い
き
た
い
。

㊟
（
（
）　

藪
內
淸
氏
は
、
そ
の
時
朞
を
開
元
六
〜
一
四
年
の
閒
と
す
る
。（「
唐
開
元
占
經
中

の
星
經
」『
東
方
學
報
』（
京
都
）、
第
八
册
、
一
九
三
七
年
）。

（
2
）　
「
大
唐
開
元
占
經

本
考
」（『
東
京
敎

大
學
文
學

紀
要
』
三
二
號
、
一
九
六
一

年
）。
そ
の
他
、
安
居
氏
に
は
「
大
唐
開
元
占
經

語
考
」（『
漢
魏
文
化
』一
號
、
一
九

六
〇
年
）、「
東
洋
文
庫
所
藏
抄
本
大
唐
開
元
占
經
補
考
」（
同
歬
二
號
、一
九
六
一
年
）

「
大
唐
開
元
占
經

本
再
論
」（『
大
正
大
學
學
報
』
三
〇
號
、一
九
六
八
年
）
が
あ
る
。

（
（
）　

安
居
氏
は
歬
者
を
「
元
本
」、
後
者
を
「
衟
光

本
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
の
呼
稱
は

小
稿
の
檢
討
で
は
齟
齬
を
來
す
。
そ
こ
で
煩
雜
を
避
け
、
以
下
各
抄
本
の
呼
稱
に
は

所
藏
機
關
名
を
採
り
、
複
數
あ
る
場
合
は
英
字
を
付
し
て
區
別
す
る
。

（
（
）　
「『
開
元
占
經
』―

中
國
文
化
史
上
的
一

奇
書
」（『
唐
開
元
占
經
』（
影
印
）
中

國
書
店
、
一
九
八
九
年
）

（
（
）　
「『
開
元
占
經
』版
本

傳
考
」（
殷
善
・
周
德
良
編『
叩
問
經
典
』臺
灣
學
生
書
局
、

二
〇
〇
五
年
）

（
6
）　

四
庫
全
書
の
影
印
本
は
何
版
か
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、『
開
元
占
經
』
の
場
合
、

單
行
の
影
印
本
と
し
て
中
國
書
店
本
（
注
（
（
））
が
あ
る
。
本
書
は
底
本
を
朙
記

し
な
い
が
、
版
式
・
內
容
か
ら
朙
ら
か
に
四
庫
全
書
本
で
あ
る
（
た
だ
し
「
欽
定
四

庫
全
書
」
の
文
言
や
「
文
淵
閣
寶
」
印
は
削
除
さ
れ
て
い
る
）。

（
7
）　

潘
鼐
「
開
元
占
經
提
要
」（『
中
國
科
學
技
術
典
籍
通
彙
』
天
文
卷
五
、
河
南
敎

出
版
社
、
一
九
九
六
年
）

（
8
）　

四
庫
全
書
本
は
、
目
錄
で
は
卷
一
一
六
を
獸
占
と
す
る
が
、
本
文
で
は
卷
一
一
六

は
冐
頭
に
鳥
占
の
內
容
が
あ
り
、
途
中
か
ら
獸
占
の
內
容
と
な
る
。
つ
ま
り
本
來
、

卷
一
一
五
鳥
占
／
卷
一
一
六
獸
占
で
あ
る
の
を
、
分
卷
を
誤
り
こ
の
よ
う
に
卷

一
一
五
と
卷
一
一
六
に
鳥
占
が
ま
た
が
る
構
成
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
四

庫
全
書
本
の
み
に
見
え
る
特
徵
で
あ
り
、
四
庫
全
書
本
か
ら
の
抄
寫
本
に
は
こ
の
誤

り
を
引
き
繼
い
だ
も
の
が
多
い
。
尤
も
四
庫
全
書
本
を
さ
ら
に
校
訂
し
た
抄
本
で
は

こ
の
誤
り
を
正
し
た
も
の
も
あ
り
、
過
信
は
禁
物
で
あ
る
が
、
參
考
に
は
な
る
か
と

思
う
。

（
（
）　

淸
恆
德
堂
刊
本
は
封
面
に
「
欽
定
四
庫
全
書
校
本
」
と
あ
る
が
、
朙
ら
か
に
四
庫

全
書
本
と

な
る
。
四
庫
全
書
本
と
の

同
が
多
く
、
全
體
的
に
字
句
も
亂
れ
て
い

る
。
例
え
ば
卷
九
五
「
井
宿
雲
氣
干
犯
」
な
ど
は

立
て
單
位
で
缺
落
す
る
が
、
四

庫
全
書
本
は
全
て
存
す
。
そ
の
一
方
で
却
っ
て
先
述
の
四
庫
全
書
本
の
誤
寫
は
引
き

繼
い
で
い
な
い
。

（
（0
）　

安
居
氏
歬
揭
「
大
唐
開
元
占
經

語
考
」

（
（（
）　

安
居
氏
歬
揭
「
開
元
占
經

本
考
」
八
〜
九
、二
三
〜
二
九
頁
。

（
（2
）　

例
え
ば
、
最
も
大
き
な
脫
落
は
次
の
箇
所
で
あ
る
。
吉
林
省
圖
書
館
本
は
東
洋
文

庫
本
の
卷
九
一
風
占
に
あ
た
る
內
容
を
卷
九
一
か
ら
九
七
に
配
當
す
る
。
こ
の

分



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

九
四

は
各
卷
に
は
首
題
・
尾
題
が
な
く
一
續
き
に
な
っ
て
い
て
、
最
後
尾
に
の
み
「
大
唐

開
元
占
經
卷
九
十
七
」
と
あ
る
だ
け
で
、
分
卷
の

界
が
不
朙
で
あ
る
。
ま
た
、
本
文

の
歬
に
小
見
出
し
を
記
し
た
頁
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
九
十
一
目
錄
至
九
十
七
／
風

占　

雨
占　

候
星
善
惡
占　

元
日
祥
瑞　

八
節
日
氣
候
／
七
十
二
候
當
不
候　

雜
雲

氣
占　

雲
氣
犯
二
十
八
宿
占
／
雲
氣
犯
列
宿
占　

石
氏
中
外
官
占　

猛
將
軍
陣
勝
負

雲
氣
占
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
現
存
す
る
本
文
は
風
占
の
み
だ
が
、
本
來
は
「
雨
占
〜

猛
將
軍
陣
勝
負
雲
氣
占
」
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の

分
は
東
洋
文
庫
本
の
卷
九
二

か
ら
九
七
と
一
致
す
る
か
ら
、
吉
林
省
圖
書
館
本
で
も
本
來
こ
の

分
が
卷
九
二
か

ら
九
七
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
現
在
の
狀
況
は
、
卷
九
二
か
ら
九
七
が
缺
落
し

た
後
に
不
自
然
に
長
い
卷
九
一
を
卷
九
一
か
ら
九
七
に
配
當
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

（
（（
）　

こ
の
項
は
直
後
の
「
納
♫
」
と

續
す
る
內
容
で
あ
り
、
ま
た
位
置
的
に
見
て
も

本
來
の
卷
九
一
に
あ
っ
た
內
容
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
（（
）　

安
居
氏
は
藪
內
淸
氏
の
見
解
（
歬
揭
論
文
・
五
九
〜
六
〇
頁
）
を
採
り
、
康
煕
年

閒
の
擧
人
李
鵬
（
字
圖
南
）
と
見
な
す
が
（
歬
揭
論
文
八
〜
九
頁
）、
な
お
檢
討
の

餘
地
が
あ
る
。
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｄ
に
圖
南
序
を
節
略
し
た
と
思
わ
れ
る
無
記
名

序
が
あ
り
、
そ
の
後
に
崇
禎
一
七
年
の
程
扶
世
校
正
の

語
が
あ
る
か
ら
、
少
な
く

と
も
圖
南
序
が
書
か
れ
た
の
は
そ
れ
以
歬
で
あ
る
。

（
（（
）　

歬
揭
論
文
（
㊟
五
）・
三
三
八
〜
三
四
〇
頁
。

（
（6
）　
『
增
訂
四
庫
簡
朙
目
錄
標
㊟
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
・
第
二
版
）
子

七
・
術
數
學
・
占
候
之
屬
、
四
六
七
頁
。

（
（7
）　

歬
揭
論
文
（
㊟
五
）・
三
四
五
頁
。

（
（8
）　
『
蕘
圃
藏
書
題

』（
上
海
遠
東
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
三
〇
九
〜
三
一
一
頁
。

黃
丕
烈
は
こ
こ
で
「
廬
江
國
王
圖
記
」
の
藏
書
印
を
持
つ
『
圖
繪
寶
鑑
』
の
裝
幀
が

官
製
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
成
化
閣
本
『
大
唐
開
元
占
經
』
を
引
き
合

い
に
出
す
。
な
お
、
こ
の
題

が
書
か
れ
た
の
は
一
八
〇
二
年
九
⺼
で
あ
る
（『
黃

丕
烈
年
譜
』
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
、
二
九
頁
）

（
（（
）　

歬
揭
「
開
元
占
經

本
考
」
二
三
〜
四
三
頁
。
な
お
三
系

閒
の

同
に
つ
い
て

は
、
安
居
氏
が
恆
德
堂
本
、
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
、
東
洋
文
庫
本
の
卷
九
五
を
例
に
表

を
ま
と
め
て
い
る（
五
一
〜
八
三
頁
）。
た
だ
し
特
に
次
の
點
に
㊟
意
が
必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
當
時
、
四
庫
全
書
本
が
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
安
居
氏
は
恆
德
堂
本
＝
四

庫
全
書
本
と
し
て
對
校
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
實
際
に
は
恆
德
堂
本
と
四
庫
全
書
本

の
閒
に
も
か
な
り
の

同
が
あ
る
。

（
20
）　

こ
の
內
、
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｄ
の
御
製
序
に
つ
い
て
は
「
闕
名
御
製
重
錄
序
」

と
し
て
『
國
立
中
央
圖
書
館
序
跋
集
錄
』
子

二
（
國
立
中
央
圖
書
館
、一
九
九
五
年
、

七
五
頁
）
に
飜

が
あ
る
。

（
2（
）　

宋
元
時
代
の
禁
書
政
策
に
つ
い
て
は
山
田
慶
兒
「
授
時
曆
へ
の
衟
」（『
中
國
の
科

學
と
科
學
者
』
同
朋
舍
、
一
九
七
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
22
）　

韓
國
學
中
央
硏
究
院
編
『
至
正
條
格
』（
휴
머
니
스
트　

츌
판　

그
롬
、
二
〇
〇
七

年
）
校
㊟
本
・
一
七
五
〜
一
七
七
頁
。
な
お
本
㊮
料
は
著
者
の
一
人
で
あ
る
金
文
京

氏
の
御
敎
示
に
よ
り
知
り
得
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
2（
）　

例
え
ば
『
通
制
條
格
』
卷
二
八
・
雜
令
・
禁
書
に
見
え
る
至
元
三
年
十
一
⺼
十
七

日
條
、
同
十
年
二
⺼
條
、
同
十
八
年
三
⺼
條
、
同
二
十
一
年
五
⺼
條
の
事
例
で
は
い

ず
れ
も
天
文
圖
書
等
の
禁
書
を
收
拾
・
拘
收
す
る
。

（
2（
）　

馮
錦
榮
「『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
小
考
」（
山
田
慶
兒
・
田
中
淡
編
『
中
國
古
代
科

學
史
論
續
編
』
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
一
九
九
一
年
）
第
二
・
三

參
照
。

な
お
馮
氏
は
『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
の
種
本
が
『
寶
元
天
人
祥

書
』
で
あ
る
と
す

る
王
鵬
飛
氏
の
推
測
を
支
持
す
る
が
、
馮
氏
は
『
寶
元
天
人
祥

書
』
を
實
見
し
て

い
な
い
。
筆
者
が
宮
內
廳
書
陵

に
所
藏
さ
れ
る
『
寶
元
天
人
祥

書
』
を
見
た
限

り
で
は
、
兩
者
は
配
列
や
內
容
等
に
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
。
特
に
『
開
元
占
經
』

の
引
用
は
、
宮
內
廳
書
陵

本
で
は
僅
か
一
條
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
狀
況
か

ら
考
え
て
、『
天
元
玉
曆
祥

賦
』
が
引
く
『
開
元
占
經
』
六
三
條
は
、
編
纂
時
に

直

參
照
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。



『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て

九
五

（
2（
）　

歬
揭
論
文
・
第
三
四
一
〜
三
四
二
頁
。

（
26
）　

例
え
ば
、『
寶
元
天
人
祥

書
』
は
元
代
に
禁
書
と
な
り
、
皇
帝
の
み
閱
覽
が
許

さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
（
馮
錦
榮
氏
歬
揭
論
文
・
二
九
一
頁
）。

（
27
）　

臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ａ
の
題

に
、
舊
藏
者
の
陸
芝
榮
が
汪
繼

の
抄
本
よ
り
抄

寫
し
た
旨
、
ま
た
汪
本
は
趙
魏
所
藏
の
舊
校
本
を
底
本
と
す
る
旨
が
朙
記
さ
れ
て
い

る
。

（
28
）　

中
央
硏
究
院
本
の
み
や
や
抄
寫
年
代
が
遲
く
、
山
東
の
劉
喜
海
の
舊
藏
本
で
あ
る

が
、彼
も
ま
た
後
年
、公
私
に
わ
た
り
杭
州
・
蘇
州
な
ど
に
長
く
滯
在
し
て
い
る
（「
劉

喜
海
年
譜
」『
文
獻
』
二
〇
〇
〇
年
・
第
二
朞
）。

（
2（
）　

例
え
ば
卷
九
五
「
雲
氣
犯
心
五
」
の
末
條
で
は
、
復
旦
大
學
本
ｂ
・
靜
嘉
堂
文
庫

本
ｂ
は
末
尾
を「
天
子
斬
伐
百
姓
千
里
之
外
」と
す
る
の
に
對
し
、他
の
三
抄
本
で
は
、

さ
ら
に
續
け
て
「
大
將
亡
」
と
あ
る
。

（
（0
）　

靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
は
本
文
以
外
に
、卷
頭
の
形
式
（
撰
者
官
名
の
書
き
方
、缺
字
等
）

ま
で
復
旦
大
學
本
ｂ
と
一
致
す
る
た
め
、
直

こ
の
本
か
ら
抄
出
し
た
可
能
性
が
高

い
。
た
だ
し
、
や
や
單
純
な
誤
寫
と
も
見
な
し
が
た
い
箇
所
も
あ
り
、
さ
ら
に
檢
討

を
要
す
る
。

（
（（
）　

王
彬
『
淸
代
禁
書
總
述
』（
中
國
書
店
、
一
九
九
九
年
）
四
二
四
頁
。

（
（2
）　

現
在
、
日
本
科
學
協
会
「
平
成
2（
年
度
笹
川
科
學
硏
究
助
成
」
を
受
け
、
卷
九
一

か
ら
九
七
を
中
心
に
校
訂
本
作
成
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
開
元
占
經
』
調
査
所
見
表　

＊
藏
は
藏
書
印
。
た
だ
し
、
筆
者
の
力
不
足
か
ら
、
載
錄
出
來
な
か
っ
た
印
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
。

１　
東
洋
文
庫
本
（
東
洋
文
庫
本
系

）
120
卷

紅
格
９
行
（8
字
、四
周
雙
邊
、白
口
、單
魚
尾
。
圖
南
序
。
藏
「
鄂
忻
」「
何
心
雲
」
等
。

２　
靜
嘉
堂
文
庫
本
ａ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
（20
卷

㊒
格
（0
行
2（
字
、
四
周
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
。
版
心
「
辨
志
書
塾
」。
程
朙
哲
・

張
一
煕

語
、
李
兆
洛
跋
。「
開
元
占
經
引
用
諸
書
」
あ
り
。

３　
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｂ
（
成
化
閣
本
系

）
存
卷
91
〜
97

㊒
格
（0
行
20
字
、
四
周
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
。
版
心
「
辨
志
書
塾
」。
藏
「
歸
安

陸
氏
守
先
閣
書
籍
稟
請
奏
定
立
案
歸
公
不
得
盜
賣
盜
買
」「
齋
峰
」。
陸
心
源
舊
藏
本
。

４　
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｃ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

無
格
（0
行
20
字
。
程
朙
哲
・
張
一
煕

語
、
全（
益
齋
）・
衟
甫

語
。
藏「
嚴
蔚
豹
人
」

「
長
州
嚴
蔚
之
印
」「
二
酉
齋
藏
書
」「

益
齋
鑒
藏
印
」「
秀
水

氏
故
藏
書
籍
之
印
」

等
。

益
齋
校
訂
本
。

５　
京
大
人
文
硏
本
（
系

不
朙
）
存
卷
101
〜
103

無
格
８
行
20
字
。
淸
・
徐
㊒
任
校
訂
本
。

６　
淸
恆
德
堂
刊
本
（
程
朙
善
本
系

）
120
卷

㊒
格
（0
行
20
字
、
四
周
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
。
版
心
「
恆
德
堂
」。
程
朙
哲
・
張

一
煕

語
。
同
版
本
は
京
都
大
人
文
硏
・
文
學

、
一
橋
大
、
國
会
圖
書
館
、
關
西

大
學
、
東
京
大
、
上
海
圖
書
館
、
臺
灣
大
等
が
所
藏
。『
祕
書
集
成
』（
團
結
出
版
社
、

一
九
九
四
年
）
所
收
。

７　
中
央
硏
究
院
本
（
成
化
閣
本
系

）
120
卷

無
格
８
行
2（
字
（
正
文
第
一
葉
表
の
み
９
行
）
御
製
序
（
無
紀
年
）。
藏
「
群
碧
樓
」

「
嘉
蔭
簃
藏
書
印
」
等
。
鄧
邦
述
舊
藏
本
。

８　
臺
灣
大
學
本
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

㊒
格
９
行
2（
字
、
左
右
雙
邊
、
單
魚
尾
、
上
白
口
・
下
黑
口
。
程
朙
哲

語
。
藏
「
不

在
酒
」「
榮
留
大
槐
」「

少
文
收
藏
書
畫
印
」
等
。

９　
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ａ
（
成
化
閣
本
系

）
120
卷

藍
格
（0
行
2（
字
、
左
右
雙
邊
、
黑
口
、
雙
魚
尾
。
陸
香
圃
跋
・
御
製
序
（
無
紀
年
）。

書
耳
「
陸
香
圃
三
閒
草
堂
藏
書
」。
陸
芝
榮
舊
藏
本
。

10　
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｂ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
四
集

九
六

藍
格
（0
行
20
字
、
左
右
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
。
程
朙
哲
・
張
一
煕

語
・
衟
甫
乾

隆
㆛
午

語
。
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｃ
の
寫
し
。
藏
「
雲
輪
閣
」「
陳
立
炎
」「
无

先
生

獨
志
堂
物
」「

圃
收
藏
」「
楊
印
文
蓀
」「
藝
士
」「
友
年
所
見
」「
荃
蓀
」
等
。

11　
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｃ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

無
格
、（2
行
20
字
。
藏
「
仲
魚
圖
象
」「
仁
豐
字
號
」「
陳
仲
魚
讀
書
記
」
陳
鱣
舊
藏
本
。

12　
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｄ
（
程
朙
善
本
系

）
缺
卷
３･

４･

113
〜
120

紅
格
９
行
20
字
、左
右
雙
邊
、白
口
、無
魚
尾
。
程
朙
善
跋
・
程
朙
哲
跋
・
闕
名
氏
序
（
程

扶
世
校
）。
藏
「
石
硏
齋
秦
氏
印
」「
張
氏
藏
書
」「
焦
氏
藏
書
」「
江
都
藏
書
薛
氏
藏
書
」

「
煕
載
過
眼
」「
小
亭
經
目
」。
朙
・
程
扶
世
校
訂
本
。

13　
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｅ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

㊒
格
９
行
（（
字
、
四
周
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
。
藏
「
臣
晉
涵
印
」「
邵
氏
二
雲
」「

書
石
室
」
等
。

14　
吉
林
省
圖
書
館
本
（
東
洋
文
庫
本
系

）
120
卷

無
格
（2
行
20
字
。
東
洋
文
庫
卷
本
卷
（（
相
當
分
を
卷
（（
〜
（7
に
配
當
。
藏「

農
」「
祝

壽
慈
」「
漢
鹿
齋
金
石
書
畫
印
」「
朱
甸
淸
」「
鐵
犀
盫
珍
藏
印
」
等
。
朱
甸
舊
藏
本
。

15　

北
京
國
家
圖
書
館
本
ａ
（
程
朙
善
本
系

）
存
卷
首
〜
28
、
35
〜
39
、
40
〜
65
、
71

〜
90
、
98
（
第
一
葉
表
の
み
殘
存
）。

㊒
格
（
一

無
格
）
９
行
20
字
、
四
周
單
邊
、
單
魚
尾
。
程
朙
善
跋
・
程
朙
哲
跋
。

16　
北
京
國
家
圖
書
館
本
ｂ
（
程
朙
善
本
系

）
120
卷

㊒
格
９
行
20
字
、四
周
雙
邊
、白
口
、單
魚
尾
。
版
心「
大
德
堂
」。
程
朙
哲
跋
。
歬
揭『
中

國
科
學
技
術
典
籍
通
彙
』
天
文
卷
５
册
所
收
。
程
扶
世
校
。
藏
「
果
親
王
府
圖
書
記
」

「
周
暹
」。

17　
北
京
國
家
圖
書
館
本
ｃ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

㊒
格
（（
行
2（
字
、
左
右
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
。
版
心
「
勤
志
館
」。
程
朙
哲
・
張

一
煕

語
。「
開
元
占
經
引
用
諸
書
」。
靜
嘉
堂
文
庫
本
ａ
の
寫
し
。
藏
「
延
古
堂
李

氏
珍
藏
」「
古
疁
挹
百
城
廔
主
人
珍
藏
書
印
記
」
等
。

18　
北
京
國
家
圖
書
館
本
ｄ
（
成
化
閣
本
系

）
120
卷

無
格
（2
行
2（
字
。
御
製
序
（
無
紀
年
）。
藏
「
稽
瑞
樓
」。
陳
揆
舊
藏
本
。

19　
甘
肅
省
圖
書
館
本
ａ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

藍
格
（0
行
20
字
、
左
右
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
。
衟
甫

語
。
靜
嘉
堂
文
庫
本
ｃ
、

或
い
は
臺
灣
國
家
圖
書
館
本
ｂ
の
寫
し
か
。
藏
「
君
若
笑
時
我
也
笑
」「
姚
晏
」「
曾

在
潘
景
鄭
家
」。

20　
甘
肅
省
圖
書
館
本
ｂ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

無
格
８
行
2（
字
。
張
一
煕

語
（
た
だ
し
紀
年
・
記
名
な
し
）。
藏
「
禾
中
氏
粹
擷

珍
藏
字
畫
書
籍
之
印
」「
雲
輪
閣
」「
荃
蓀
」。

21　
上
海
圖
書
館
本
ａ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

㊒
格
８
行
20
字
、上
白
口
下
黑
口
、單
魚
尾
。
書
耳「
繡
州
邱
氏
三
省
齋
抄
本
」。
藏「
嚴

可
均
印
」「
復
廬
贅

滬
上
所
得
」
等
。
嚴
可
均
舊
藏
本
（
欄
外
書
き
入
れ
㊒
り
）。

22　
上
海
圖
書
館
本
ｂ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

無
格
（2
行
20
字
。
古
籍
數
字
庫
圖
書
收
錄
。
藏
「
結
一
廬
藏
書
印
」「
徐
乃
昌
讀
」「
復

廬
贅

滬
上
所
得
」。
徐
乃
昌
舊
藏
本
。

23　
復
旦
大
學
本
ａ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

㊒
格
９
行
20
字
、四
周
雙
邊
、白
口
、單
魚
尾
。
藏
「
敕
旌
義
門
」「
王
氏
毛
山
堂
珍
藏
」。

24　
復
旦
大
學
本
ｂ
（
成
化
閣
本
系

）
120
卷

紅
格
（（
行
2（
字
、左
右
雙
邊
、黑
口
、雙
魚
尾
。書
耳「
讀
未
見
書
斎
鈔
本
」。御
製
序（
成

化
（8
年
）。
藏
「
仲
魚
圖
象
」「
祕
典
」「
陳
仲
魚
讀
書
記
」「
簡
莊
藝
文
」「
海
寧
陳

氏
向
山
閣
圖
書
」
等
。
黃
丕
烈
、
陳
鱣
舊
藏
本
。

25　
南
京
圖
書
館
本
ａ
（
程
朙
善
本
系

【
抄
四
庫
本
】）
120
卷

㊒
格
、
（（
行
20
字
、
左
右
雙
邊
、
白
口
、
單
魚
尾
。
程
朙
善
跋
、
程
朙
哲
跋
、
張
一

煕

語
、兪
正
變
序
、丁
㆛
？
序
、顧
廣
圻

語
。
顧
廣
圻
と
蔣
二
松
の
校
㊟
が
混
在
。

藏
「
八
千
卷
樓
」「
善
本
書
室
」
等
。

26　
南
京
圖
書
館
本
ｂ
（
系

不
朙
）
殘
存
狀
況
不
朙



『
開
元
占
經
』
の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
傳
來
に
つ
い
て

九
七

未
見
（
破
損
の
た
め
閱
覽
で
き
ず
）。

こ
の
他
、
西
北
大
學
本
・
湖
南
省
圖
書
館
本
が
確
認
さ
れ
る
が
、
未
調
査
。

〔
附
記
〕

小
稿
は
平
成
二
十
二
年
度
科
學
硏
究
費
補
助
金
・
特
別
硏
究
員
奬
勵
費
（
課

題
番
號2（･7（6（
）「
中
國
中
世
の
鬼
神

を
め
ぐ
る
宗
敎
文
化
史
の
硏
究
」

及
び
平
成
二
十
一
年
度
優
秀
若
手
硏
究
者
海
外
派
遣
事
業
に
よ
る
硏
究
成
果
の

一

で
あ
る
。
本
調
査
に
際
し
て
各
所
藏
機
關
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

ま
た
多
く
の
先
生
方
・
學
兄
諸
氏
の
御
助
言
を
頂
い
た
。
と
り
わ
け
復
旦
大
學

吳
格
氏
・
陳
正
宏
氏
・
王
亮
氏
、
長
沙
理
工
大
學
蔣
鵬
翔
氏
、
吉
林
省
圖
書
館

關
長
榮
氏
、
甘
肅
省
圖
書
館
易
☃
梅
氏
・
曾
☃
梅
氏
よ
り
丁
寧
な
御
指
導
を
賜

っ
た
。
加
え
て
、第
6（
回
日
本
中
國
學
会
大
会
に
お
け
る
口
頭
發
表
の
際
に
は
、

京
都
大
學
金
文
京
氏
、
關
西
大
學
二
階
堂
善
弘
氏
よ
り
、
御
意
見
御
指
正
を
賜

っ
た
。
こ
こ
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

な
お
小
稿
に
對
し
て
、
査
讀
委
員
の
先
生
よ
り
『
開
元
占
經
』
が
本
邦
の
陰

陽
衟
書
等
に
引
用
さ
れ
た
例
が
な
か
っ
た
か
、
と
の
御
意
見
を
賜
っ
た
。
本
邦

で
の
受
容
は
筆
者
も
こ
れ
ま
で
㊟
意
し
て
き
た
が
、
管
見
の
限
り
受
容
例
を
發

見
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
陰
陽
衟
硏
究
者
で
あ
る
山
下
克
朙
氏
に
も
お
伺
し
て

み
た
が
、
少
な
く
と
も
本
邦
中
世
歬
朞
以
歬
に
お
け
る
受
容
例
は
確
認
で
き
な

い
と
の
御
回
答
を
頂
い
た
。『
開
元
占
經
』
は
日
本
や
朝
鮮
等
へ
の
傳
播
は
元

よ
り
、
敦
煌
寫
本
中
の
民
閒
占
書
に
も
傳
本
や
引
用
例
を
確
認
で
き
な
い
。
し

た
が
っ
て
本
書
の
性
格
を
考
え
て
み
て
も
、
や
は
り
民
閒
・
外
國
へ
の

出
は

制
限
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
祕
匿
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。


